







































































Food Lifestyle as Cultural Behavior - Perspective of Food Research -
What is eaten, how it is eaten, and what is used to eat it varies by cultural zone, creating each individual culture’s unique food culture.
Human relations and social ties are created through food, and thus a large portion of culture is related to food, which is a foundation of
culture. By paying attention to such behavior concerning food, the most basic structure of that society and culture should come into view.
Limiting our discussion to what people eat (what don’t they eat?) and why people eat those things, especially focusing on Korea’s foods,
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Food Lifestyle as Cultural Behavior































































































































































































 夏 秋 冬 春 夏 秋 冬 春 夏 秋 冬 春  �
Aa 28 24 25 20 18 19 14 8 23 24 25 21 249 -�
Ab 0 0 0 0 0 1 5 10 0 0 0 0 16 -�
Ac 2 5 5 5 3 3 6 2 3 6 4 9 53 -�
 B 7 7 14 7 8 8 6 4 11 6 7 11 96 6�
 C 29 57 51 17 26 30 18 17 47 73 71 50 486 1�
 D 38 10 24 26 14 24 17 7 16 20 15 14 225 2�
 E 28 14 1 16 3 3 1 5 14 10 7 3 105 5�
 F 12 15 5 15 8 7 7 3 8 17 14 6 117 4�
 G 11 28 17 1 2 10 4 4 16 7 16 12 128 3�
 H 6 7 2 4 5 2 3 1 4 3 4 6 47 7�
 I 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 3 12�
 J 2 3 0 4 1 3 0 0 7 4 5 2 31 8�
 K 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 0 0 4 11�
 L 0 0 11 0 0 0 0 0 0 3 0 2 16 9�














 A B C D E F G H I J K L M�
 主食 スープ キムチ ナムル 生菜 チゲ 煮付 蒸物 揚物 焼物 刺身 塩辛 デザート�
 a a a a a a a a a a    a�
 飯 肉 野菜 肉 野菜 肉 煮付 肉 肉 肉   牛乳�
 b b b b b b b b b b   b�
 粥粉 魚貝 漬物 魚貝 海草 魚貝 炒物 魚貝 魚貝 魚貝   果物�
 c c c c  c   c    c�





























































































































    　　　　位　牌�
 飯 羮 盞 盞 匙牒 酢 飯 羮�
 肉 肉奠 鶏卵 炙 魚奠 豆腐 餅 清�
 脯 熟菜 焼 佐飯 清醤 海衣 醢 沈菜�
 棗 栗 梨 柿 真瓜 水瓜 油果 糖果�























































































Food Lifestyle as Cultural Behavior
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まってするものだ」という意識が強く、一緒につくりわい
わい皆で食べるのを好む。韓国の大学に留学した女子大生
曰く、困ったことのひとつは、周りの人たちから変な目で
見られたり、声をかけられたりするので、1人で飲食店に
食事に出かけられないことだったと述懐していたのもうな
ずける。とくにお祝いや祖先祭祀の際には家族親族のみな
らず、近所や村人が共に食べる。
　しかし1970年代の都市産業化、1973年の家庭儀礼
準則、1985年頃の高度経済成長、1990年代以降の外
食産業の隆盛などの外的要因によって、村落社会における
食生活も大きく変わりつつある。1980年代半ば以降、一
部の儀礼（婚礼・還暦など）を除き、儀礼食による食物の
贈答交換機能は喪失し、日常食の肉食化が進行しつつあ
る。今後、祖先祭祀以外の諸儀礼食、外食行動に関する調
査研究をさらに進めていきたい。
3　まとめ
　人間にとって食べることは生命と健康を維持するための
最も基本的な行為であり、普遍的な営みである。そのため
日々の生活の中で、ふだん何をどのように食べているか
は、あまり意識されることはない。しかしこれまでみてき
たように、この一見あたりまえの行為の背後には、人と自
然、人と人とのかかわりあいが深く結びついていることが
わかる。
　しかし今日では、世界中からあらゆる食物が輸入され、
食のつくり手と受け手の関係、食の環境が大きく変わって
いる。食材をつくるということと、料理をつくるというこ
とと、食べるということが完全に切り離されている。食べ
る人は食べ物がつくられるプロセスを知らず、つくり手が
見えなくなり、つくることと食べることのミスマッチに
よって、食への安全・安心感も揺らいでいるというのが昨
今の現状ではないだろうか。食文化は私たちを取り巻く自
然環境とのかかわり合いの中で生まれ、またこれらの地域
の食材を日々の料理に活かすための工夫や知恵が親から子
へと引き継がれ、さらに次の世代に伝えていくことが重要
である。同時に自らの国の文化や伝統を理解することは、
日本人としての自覚をもち、国際理解を進めることにもつ
ながるはずである。
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写真4
ける人間関係の維持強化の機能を果たしていることがわか
る。それ故祖先祭祀の儀礼食は血縁関係の紐帯強化機能に
加え、地縁関係の維持補強機能をも併せ持っている。村落
社会における儀礼食の贈答交換は村落全体の互恵的生活互
助交換の一輪として機能している。したがって儀礼食の贈
答交換は、村落社会の生活原理・秩序形成における統合の
誘発メカニズムとして働いている。
むすび
　韓国の人々はとりわけ食べ物を重視する。「飯を食べた
か」という言葉が挨拶にもなっているほどである。これは
貧しさ故に飯を食べたか否かをたずねるものではなく、食
べる行為を重視する文化を持っているからである。
　韓国の食生活の伝統は日常食だけでは完結せず、儀礼食
を組み合わせることで、成り立っている。日常食と儀礼食
の大きな違いは、日常食が野菜中心であるのに対して、儀
礼食では魚や肉料理が重要な供物となっている。こうした
食生活の伝統は、医（あるいは薬）と食は源が同じである
という医食同源の考え方に基づき、よい食事をとれば健康
になると信じられている。村落社会における医食同源の考
え方は、依然として強く受け継がれているものの、幼児を
有する世帯では外食行動も増え、肉食化の傾向もみられる
（写真5）。
　また韓国人は1人で食べることを嫌い、「食事は皆で集
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